
質　疑　応　答　書
業務名　広島市まちづくり市民交流プラザ受付等業務　
	番号
	仕様書頁等
	質　　　問
	回　　　答

	２

	⑴－⑵
⑵－⑵
⑶－⑵
	やむを得ず欠員が出る場合は、現状はどうなっているのか？
また台風などの天災による場合の対応はどうなるのか？
欠員時の不就労は契約単価から控除されるのか？
他、契約5年間の各年度ごとの稼動日数を教えて頂くことはできるか？
業務上22時以降の対応が発生した場合、時間外の請求は可能なのか？
収納業務の現金処理について誤差金などの処理はどうなるのか？
	この業務委託契約は、仕様書に定める業務を実施する委託契約で、業務を仕様書どおりに履行するための人員配置が必要となりますので欠員が無いよう調整等をお願いします。
現在、配置及びその勤務時間についての決定や変更は受注者において調整・決定しており、欠員が生じたことはありません。
台風等による臨時閉館は行いません。よって、これに係る契約額及び仕様の変更はありません。
契約５年間の各年度の稼動日数は次のとおりです。
令和2,3,4,6年度 347日
令和5年度　348日
※各年度の日数から仕様書2-⑴-⑴を除いた日数
　22時以降及び休館日に実施する業務はありません。仕様の業務は22時までに完了してください。
受注者の責めに帰すべき事由により生じた誤差金については、受注者の責任において処理してください。


	３
	事前研修
	2日とは実働何時間を最低研修時間なのか？
またそれぞれのフロアの研修も最低2日でよいのか？
落札以降の新人研修は施設職員の指導なのか全て落札者で実施するのか？
	　仕様書3-⑴の「広島市まちづくり市民交流プラザの概要（プラザ職員が実施）」については、5時間程度発注者が実施します。

　業務の実施時間が午前9時から午後10時であるため、いずれのフロアも全ての業務を網羅するためには、(発注者による研修を含めて)２日以上に分けて実施する必要があると想定しています。
研修時間は業務内容を拾得するまでとし、午前9時から午後10時の時間帯で受注者により決定してください。
新人研修は仕様書3-⑴のとおり、「広島市まちづくり市民交流プラザの概要」はプラザ職員が実施し、その他の操作研修等は受注者が実施します。
なお、契約初年度の実務研修は、仕様書3-⑵及び8-⑴に、受注者が変更になった場合の業務の引継ぎについて、受注者同士で実施することを定めています。



	８
	⑵
	システムの変更などにより新たに研修を必要とする場合、研修を要する拘束時間については請求できるのか？
委託業務の経費として現状の費用の開示は可能か？
また実際どのくらいの経費を必要とするのか？
・帳票類
・印刷料
・通信費
・光熱水費
・施設、設備、備品の維持管理費
	システムの変更による研修は、操作マニュアルを配布し、操作研修を発注者において実施します。業務実施時間内で実施するため契約額の変更は行いません。

　現在の委託契約額（税抜き3年の総額）は「25入札調書」を確認してください。原契約の各年度の支払額は契約額の1/3の額に消費税及び地方消費税を加算した額です。
受付等業務を実施するにあたり必要な消耗品等（質問に列挙された仕様書7-⑵に該当する内容）は発注者（財団）が負担するため、それにかかる経費は公表しません。


（注）この質疑応答書は、仕様書の追補とみなす。なお、この用紙には業者名を記入しないこと。
